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日本医師会男女共同参画フォーラムは、平成17年に開催されてか

ら、今回で10回目を迎えた。開催当初から「医師としての社会的使

命を継続するためのワークライフバランスの実現」を掲げ、 「すべ

ての医師の勤務環境の整備および社会全体の意識玖革j を提唱し続

けてきた。

その成泉は「育児支援の整備、勤務形態の多様化、復職支援Jな

ど目に見える形で一歩一歩、具現イもされてきた。一方、意思決定の

中枢部への女性医師の参画は、その目標達成には永だほど遠い現実

がある。

我々は、 2025年問題に象徴され急速に膨大する少子高齢社会の深

刻な難問解決のために、男性医師と平等の主場で女性医師が意思決

定に参加することができる社会環境の醸成に向け、なお一層の努力

が求められる 。 「多様性j が生み出す社会的価値の重要性、仕事に

対する量的従事から質的評価をも考慮、に入れた勤務形態も新たに視

野に入れていかなければならなし、。

この10年間の男女共同参画の活動で待た成果を基盤として、さら

なる活動は男女共同参画の範鳴を超えて、男女平等参画のもと国家

レベルで国氏の医療に大きく貢献できる段階へと進化させていくこ

とを決意し、ここに宣言する 。
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